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静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

農学ゼミ
茶の機能性を探る!!??
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チャの分類

Genus Camellia
Subgen. Camellia
Sect. Oleifera

C.oleifera(油茶)
C.sasanqua(山茶花)

Sect. Camellia
C.japonica(椿)

Subgen. Thea
Sect. Thea

C.sinensis(茶)
var.sinensis
var.assamica

C.taliensis
C.irawadiensis

Sect. Chrysantha
C.chrysantha(黄色椿)

チャはツバキ属の植物であり、ツバキ、サザンカの仲間です。

中国種とアッサム種

茶樹は、喬木で葉の大きなアッサム種と灌木で葉の小さな中国種に分けられ、樹形
の違いだけでなく、成分や葉の大きさなども異なります。

アッサム種 中国種

アッサム種

中国種

チャが他の植物と異なる点
☆カフェイン
☆ガレート型のカテキン
☆テアニン
☆その他(フッ素、アルミ等)

チャの特質

チャは他の植物に見られない機能成分を含むがゆえに飲み続けられてきました

茶には2000年の歴史。時代とともに多様に進化してきた

漢 三国 普 隋 唐 宋 元 明 清 中国
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発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

味

香り

茶は各地域において時代の要請とともに各種各様の茶が作られてきました

Camellia sinensis
から作られる多様な
お茶は、カフェイン、
カテキン、テアニン
などの特異成分を含
むが故に世界中の
人々を虜にした

茶経

茶の始まり

神 農

西暦500年前後に陶弘
景(452-536)がまとめた

『神農本草経』に「神農
嘗百草、日遇七十二
毒、得荼而解之

陸 羽
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チャの世界への広がり

海路で伝搬陸路で伝搬

茶は中国から陸路(チャ)と海路(テ、ティ)で世界中に広まりました 8
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世界のチャの栽培地域

喫茶養生記(栄西：1211)

①茶は身体衰弱、意志消沈のときは、
気力を強くする。

②茶は人を愉快な気持ちにさせ、酒の酔
いを醒まし、睡気を起こさない。

③茶は小便の通じが良く、喉の渇きをとり
さり、消化不良をなくす。

④茶は身を軽くし、脚気によい。
⑤茶は精神を整え、内臓を和らげ、身体

の疲労をやすらかに除く。

茶
者
養
生
之
仙
薬
也

延
齢
之
妙
術
也
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茶種の変遷

平安時代 団茶 上流階級

鎌倉時代 抹茶 武士、上流階級

江戸時代 抹茶、煎茶、釜炒り茶 上流階級

番茶 庶民

明治時代 煎茶、番茶

輸出用各種茶 輸出用

現在 機械製煎茶 国内用

日本における主要な茶の推移

お茶の文化を成立

一茶 茶筒 茶飯事
茶うけ 茶碗 茶化
す 茶話会 茶菓
茶番 茶色 茶寿
茶堂 海老茶 茶飲
仲間 茶目っけ 浮
世茶屋 目茶目茶
茶托 滅茶苦茶 無
茶苦茶 日常茶飯事
茶番劇 茶髪 茶巾
茶目 お茶の子 茶
腹 お茶の間 茶箪
笥 茶尻 茶坊主日本文化には仏教と茶を切り離して語れない

12

茶の機能に関する代表的書籍
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25%

75%

水溶性成分

☆カテキン類(10～18%)；抗
酸化、抗菌、抗がん、生
活習慣病予防、消臭、抗
アレルギーなど

☆カフェイン(3～4%)；眠気防
止、強心、二日酔い防止

☆フラボノール(0.6～0.7%)；
抗酸化、抗がん、免疫活
性

☆ビタミンC(200mg%)；抗酸
化、免疫活性

☆ビタミンB(1.4mg%)；抗酸
化、口内炎予防

☆サポニン(0.1%）；抗喘息、
抗菌、血圧効果

☆テアニン(0.6～2%)；リラッ
クス、血圧効果

などなど

不溶性成分

☆食物繊維(20～30%)；
便秘予防、大腸がん
予防、心疾患予防

☆たんぱく質(24%)；栄養
☆βカロテン(20mg%)；
抗酸化、抗がん、抗糖
尿、抗心疾患、免疫活性

☆ビタミンE(25～70mg%)；
抗酸化、抗がん、免疫
活性

☆クロロフィル(0.80%)；
がん予防、抗突然変
異、抗腫瘍、免疫活性

茶はカテキンを始め多くの特異的な成分を含有し、それぞれ機能性を
もつため、その機能性を活かした商品も数多く開発されている

３５％

６５％

機能性を主体とした茶成分とその特性

14

特定保健
用食品

栄養機能食品

機能性
表示食品

医薬品

栄養機能性食品
・栄養成分の含有表示が可能
・栄養機能について表示可能
例：カルシウムは骨や歯の形成に必要な栄養素です

特定保健用食品(特保)
・栄養成分の含有表示が可能
・特定の保健用途の表示可能
・疾病リスクの低減表示が可能
例：糖の吸収を穏やかにし、
血糖値の気になる方に適します

機能性表示食品
・栄養成分の含有表示が可能
・機能性関与成分の機能性が表示可能
・目、鼻などの部位を表示可能
・特保にない疲労、ストレス、睡眠などの用語が使用可能
例：本品はメチル化カテキンを含んでいるため花粉が気になる
方の目や鼻の調子を整えます

最近、茶の効能にも科学的エビデンスが

・食事の生茶
・テアニン
・テアニンの働き
で健やかな眠り
をサポートする
麦茶

・べにふうき緑茶
ティーバッグ(メチル
化カテキン)

次々とヒトで実証される機能性

お茶の健康性については様々な観点から立証され始めています

健康とお茶との関係

お茶は様々な機能を兼ね備え「お茶のある生活」をすることは、健康の維持・増進
はもとより、寿命の延伸にも役立ちます

飲用方法にも変化が 現在の生活の中では
お茶を飲む風景も激変している
⇒ 生産されるお茶も変わる

番茶 ⇒ せん茶 ⇒ 茶素材

同じ茶葉から様々なお茶を作ることもできる

生 葉 緑 茶 紅 茶

カテキン類 カテキン類 ⇒ テアフラビン、テアルビジ
ン
クロロフィル クロロフィル ⇒ フェオフイチン
ビタミンＣ ビタミンＣ ⇒ 消失(酸化物、分解物)
香り 青葉様香気 ⇒ 花様香気
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四煎目後
5%

三煎目
7%

二煎目
10%

一煎目
13%

不溶性成分
65%

不溶性成分

粗繊維、タンパク質、カロテン、ビタミンE、

クロロフィル、その他

水溶性成分

カテキン,

カフェイン,

ポリサッカライド、

アミノ酸、

サポニン、

GABA、

ビタミンC、

ビタミンB、

など

水溶性成分
35%

煎茶成分の組成と溶出比率

20

茶の成分は温度の違いで浸出量が異なる

Q１－３ 温かいお茶と冷たいお茶で差があるのか？

茶は湯温により浸出成分が変わる

Q１－３ 温かいお茶と冷た
いお茶で差があるのか？

22

各種緑茶による抗変異活性の違い

23

カテキン類による抗がん作用

カテキンなどによるDNA修復作用

主要ながんの危険因子(国立がん研究センター情報改変図示)

食道がん
・アルコールの高摂取
・熱い飲食物
・たばこ

肺がん
・たばこ

胃がん
・塩分の高摂取
・熱い飲食物
・たばこ

乳がん
・塩アルコールの高摂取
・肥満

肝臓がん
・アルコールの高摂取
・ウイルスの感染
・たばこ

大腸がん
・保存、加工肉の高摂取
・アルコールの高摂取
・たばこ

前立腺がん
・動物性脂肪、
赤身肉の摂取過多

主要ながんの危険因子の概略
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がんと緑茶に関する疫学的調査研究のまとめ

Q１ お茶を飲む習慣がどの程度がんを予防しうるのか？
緑茶と胃がん ～日本人を対象とした「前向きコホート研究」のまとめ～

文 献
期 間

対 象
関連の強さ

著 者 年 性別 人数 年齢
死亡又は

罹患
死亡又は
罹患数

Nakachi 他 2000 1986～1999 男性・女性 8,552 ４０＋ 死亡 140 

Tsubono 他 2001 1984～1992
男性 11,902 

４０＋ 罹患
296 ↑

女性 14,409 123 

Hoshiyama 他 2002 1988～1997
男性 30,370 

40～79
死亡 240 

女性 42,481 119 

Sasazaki 他 2004 1990～2001
男性 34,832 

40～59 罹患
665 

女性 38,111 227 ↓↓(下部)

Khan 他 2004 1984～2002
男性 1,524 

４０＋ 死亡
36 

女性 1,634 15 

Sauvaget 他 2005 1980～1999 男性・女性 38,576 34～98 罹患 1,270 

Kuriyama 他 2006 1995～2001
男性 19,060 

40～79 死亡
138 

女性 21,470 55 

Suzuki 他 2009 1999～2006 男性・女性 12,251 65～84 死亡 68 

※関連の強さ：上向き矢印はリスクを上げ、下向きは下げる。

緑茶と胃がん ～日本人を対象とした「症例対照研究」のまとめ～

文 献

期 間
対 象

関連の強
さ著 者 年 性別 年齢

症例
人数

対照人数

Tajima 他 1985 1981～1983 男性・女性 40～70 93 186 ↓

Kono 他 1988 1979～1982 男性・女性 20～75 139
病院 2,547 ↓

一般住民 278 ↓↓↓

Inoue 他 1998 1990～1995 男性・女性 ４０＋ 893 21,128 ↓

※関連の強さ：上向き矢印はリスクを上げ、下向きは下げる。

前向きコホート研究：
まだ病気になっていない人達を対
象に調査し、数年後の追跡で発病
を調査する方法

症例対照研究：
特定の病気が発症した人を対象
に、健常人との比較調査する方法

胃がんに着目した緑茶との関係
～緑茶と健康のメカニズム～
機能効用ナビゲーション2013
笹月 静(国立がん研究センター)
津金昌一郎(がん予防検診研究

センター) より引
用

Q１－１ どんな調査が必要か？
Q１－２ 長期間の調査か？

男女別がんの原因 健康日本21参考資料集より引用 男女別がんと生活習慣との関係

国立がん研究センターがん情報サービス(2011)、平22国民健康栄養調査(厚労省)のデータ使用

男女別がんと食生活との関係 茶と胃がんとの関係 ～血中ポリフェノールに着目して～

多目的コホート研究(JPHC Study)の成果
(Cancer Epidemiel Biomarkers Prev.2008, 
Vol.17,343-351. 

対象者：男性約13,500人、女性約
23,300人を対象に約12年の追跡調査。
胃がん発症の494人に対し、同様の無発
症者をランダム選択し分析。

血中のカテキン類濃度を測定
した結果、女性では血中ECG濃
度が高いと胃がんリスクが低
く、喫煙状態により胃がんと
の関係が変わり、無喫煙者で
は予防効果が、喫煙者ではリ
スクが高まる傾向も見られた。
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茶と胃がんとの関係 ～飲用杯数に着目して～

多目的コホート研究(JPHC Study)の成果
(Cancer Causes Control.2004, Vol.15,483-491. 

対象者：岩手、秋田、長野、茨木、新
潟、高知、長崎の約9万人を対象に約7
～12年の追跡調査。胃がん発症の892人
に対し、緑茶の飲用杯数との関係を分
析。

男性では緑茶との関係は
みられないが、女性では
緑茶をよく飲むと胃がん
リスクは低下する。特に、
胃の下部でがんのリスク
は半減した。

32

カテキン類によるその他の機能性

� 抗酸化

� 血中コレステロール抑制

� 脂肪吸収抑制

� 抗菌、抗ウイルス

� 虫歯予防

� 腸内フローラ改善

� 消臭

� 血圧上昇抑制 などなど

33

カテキン類による抗体脂肪抑制作用 お茶による抗糖尿作用

カテキン：アミラー
ゼやグルコシラー
ゼ活性の阻害

１型糖尿病：脾臓のβ細胞の破壊によるインスリン欠
乏により、高血糖、糖尿病へと至る。

２型糖尿病：インスリンは存在するが、その分泌量が
減少し、筋肉、脂肪組織へのブドウ糖の取り込み能
が低下(インスリン抵抗性が増大)し、結果として血中

のグルコースが肝臓や脂肪組織でグリコーゲンとして
貯蔵されず、血中のグルコースが正常範囲を逸脱し
て高い血糖値となり、糖尿病となる

お茶の抗糖尿作用 Q２ 糖尿病改善において緑茶のマルチな
作用メカニズムは？

EGCG、テアフラ

ビンなどによる多
彩な作用

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
や
グ
リ
コ
シ
ダ
ー
ゼ
の
活
性

を
阻
害
し
、
グ
ル
コ
ー
ス
の
生
成
を
抑
制

糖尿病発症リスクの軽減

境界型糖尿病患者への緑茶カテキン投与試験(空腹時
血糖値、投与量500㎎/日）

茶カテキンの血漿インスリン値に及ぼす恵お経(ヒト試験)
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動脈硬化抑制作用

マクロファージは酸化LDLを際限なく食べ、泡沫細胞へと形質転換する。泡沫細胞はやがて壊死し、細胞

外に脂質や細胞片を残し、内膜に脂肪斑を形成する。これらが大きくなり、内皮細胞を破裂させ、そこに血
液凝固が起こり、血栓が形成され、それが完全に血管をふさぐと梗塞となる

ヒトを対象とした調査

ヒトの血漿HDLコレステロール濃度に対する茶カテキン
の影響(毎日茶カテキン剤５錠(500mg)投与)

HDL(善玉)が有意に上昇⇒動脈硬化の抑制

茶及びコーヒー消費と血清コレステロールレベル(LDL(悪玉))
ー●ー 紅茶、 －－ コーヒー

緑茶の消費と血清脂質との関係(コホート研究)

Q３ お茶を飲む習慣がどの程度動脈
硬化を予防しうるのか？

茶による消臭効果 Q４ ①生理的・病的な口臭、②飲食等の口臭の
二つに対する茶カテキンの作用は同じか？

茶による口臭抑制効果

ストレクチニン
(加水分解型タンニン)

◆ 抗アレルギー作用
◆ 抗インフルエンザウイルス作用
◆ 抗酸化性 など

「べにふうき」におけるメチル化カテキンと
ストリクチニンの葉位別変動 生葉の熱水浸漬によるストレクチニンの浸出

Q５ ストリクチニンは乾燥茶葉中にしか含まれて
いないのか？

図５ カテキン、カフェイン、テアニ
ンの抗ストレス効果の相互作用

これからはテアニン

図 低カフェイン茶の水出しによる成分浸出

Q８ カフェインやカテキンとテアニンの関係は？
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� 血圧降下

� 脳神経機能調整

� 血管性痴呆症予防作用

� 抗腫瘍剤効果増強

� 肝がん細胞浸潤抑制作用

0 10 20 30 40 50 60

Theanine
(SHR)

Control
(SHR)

Theanine
(Normal)

Control
(Normal)

-△Mean Blood Pressure (mmHg)

0 10 20 30 40 50 60

Theanine
(SHR)

Control
(SHR)

Theanine
(Normal)

Control
(Normal)

-△Mean Blood Pressure (mmHg)

Effect of theanine on mean blood pressure in normal and spontaneous
hypertensive rats (SHR)

(H. Yokogoshi, et al. Biosci. Biotechnol. Biochem. 59, 615-618 (1995))

（Japanese Green Tea，2001）
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図 脳線条体へのテアニン投与によるドーパミン放出量の増加
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図 M5076胆がんマウスの肝転移に対するDOXの作用
とテアニンの併用効果（スコア 0：正常～５：75％以上）

テアニンの機能性 茶のビタミン類

ビタミン類には14種類あるが、茶には13種類

が含まれる。製茶工程などにより、ビタミン
類の含量は異なるものがある。

Q６ お茶にした時もビタミンは取れるのか？
Q７ 抹茶は油溶性ビタミンの分解を防げるのか？


